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第 3章 無線設備の技術的条件 

 
3.1 一般条件 

(1) 通信方式  
単向通信方式、単信方式、半複信方式、複信方式または同報通信方式であること。 

(2) 通信の内容 
通信の内容は、デジタル化された主としてデータ信号の伝送を行うものであること。 

(3) 使用周波数帯  
      （施行・第６条） 

使用する周波数帯は、59GHzを超え、66GHz以下の周波数とする。 
(4) 使用環境条件 
使用環境条件については、特に規定しない。 

 
3.2 送信装置 

(1) 変調方式 
将来的な利用の高度化に対応するために変調方式は規定しない。 

(2) 空中線電力 
                         （告示・平成元年第 42号） 

                                                 （告示・平成 12年第 499号） 
空中線電力は、10mW以下であること。 

(3) 空中線電力の許容偏差 
（設備・第 14条） 

空中線電力の許容偏差は、上限 50%、下限 70%であること。 
(4) 周波数の許容偏差 

（設備・第 5条・別表第 1号） 
±500×10-6以内であること。 

(5) 伝送速度 
信号の伝送速度は、規定しない。 

(6) スプリアス発射又は不要発射の強度の許容値 
ア 平成 17年 12月 1日以降適用される許容値    （設備・第 7条、別表第 3号 2） 
帯域外領域におけるスプリアス発射
の強度の許容値 

スプリアス領域における不要発
射の強度の許容値 

100μW以下 50μW以下 
 ただし、経過措置がある。（設備・附則（平成 17年 8月 9日総務省令第 119号）による。） 

- 4 - 
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イ 平成 17年 11月 30日以前の無線設備規則に基づく許容値 

(6) スプリアス発射の強度の許容値 
    （設備・第 7条） 

無線設備が使用する周波数帯以外の周波数において、100μW以下であること。 
（ARIB STD-T74 1.0版） 

(7) 占有周波数帯域幅の許容値 
（設備・第６条・別表第 2号） 
（告示・平成元年第 51号） 

（告示・平成 12年第 500号） 
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第７章 測 定 法 
 

  測定法は、証明規則別表第 1号 1(3)に規定する総務省告示(注 1)による。 
(注 1)本標準規格 1.1版改定時点(平成 17年 11月 30日)では、平成 16年 1月 26日総務省告 

示 第 88 号「特性試験の試験方法」を指すが、その後、その告示及び告示に記載の内
容が改定された場合は、最新版によるものとする。 
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特定小電力無線局ミリ波データ伝送用無線設備 
（超高速無線ＬＡＮシステム）標準規格 

（ＡＲＩＢ  ＳＴＤ－Ｔ７４） 

１．１版改定履歴 

（下線は改定部分を示す。） 
頁 番号 改定 現行 改定理由 
ⅰ 目次 (6) スプリアス発射または不要発射の強度の許容値(6) スプリアス発射の強度

の許容値  
設備規則等
改正（スプ
リ ア ス 関
係）に伴う
改定 

4～4a 3.2 (6) スプリアス発射又は不要発射の強度の許容値
ア 平成 17年 12月 1日以降適用される許容

値  （設備・第 7条、別表第 3号 2）
帯域外領域におけ
るスプリアス発射
の強度の許容値 

スプリアス領域
における不要発
射の強度の許容
値 

100μW以下 50μW以下 
  ただし、経過措置がある。（設備・附則（平

成 17年 8月 9日総務省令第 119号）によ
る。） 

イ 平成 17年 11月 30日以前の無線設備規則
に基づく許容値 

 
(6) スプリアス発射の強度の許容値 

  （設備・第 7条） 
無線設備が使用する周波数帯以外の周 
波数において、100μW以下であるこ 
と。   （ARIB STD-T74 1.0版） 

(6) スプリアス発射の強
度の許容値 
 （設備・第 7条） 
無線設備が使用する周
波数帯以外の周波数に
おいて、100μW以下で
あること。 

 

設備規則等
改正（スプ
リアス関
係）に伴う
改定 

47 7 第 7章 測定法 
測定法は、特定無線設備の技術基準適合証明等
に関する規則 別表第 1号 1(3)に規定する総務省
告示(注 1)による。 

  (注 1) 本標準規格 1.1 版改定時点(平成 17 年
11月 30日)では、平成 16年 1月 26日総務省
告示第 88号「特性試験の試験方法」を指すが、
その後、その告示及び告示に記載の内容が改
定された場合は、最新版によるものとする。

第 7章 測定法 
測定法は、「特定小電力機
器（６０ＧＨｚ帯）用無
線機器の特性試験方法」
及び「特定小電力機器（６
０ＧＨｚ帯アンテナ一体
型）用無線機器の特性試
験方法」（財団法人テレ
コムエンジニアリングセ
ンター制定）によるもの
とする。ただし、これに
定める以外の項目につい
ては、一般に行われてい
る方法によるものとす
る。 
 

測定法を告
示参照とす
る 
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48 7 （項目削除） 参考１ 特定無線設備の技
術基準適合証明
に係る試験項目 

特定小電力無線局の無線
設備（超高速無線ＬＡＮ
システム）の技術基準適
合証明に係る試験項目
は、次に掲げるとおりで
ある。 
①送信装置 
 周波数 
 占有周波数帯幅 
 スプリアス発射の強度 
 空中線電力 
②受信装置 
 副次的に発する電波等
の限度 

③その他の装置 
 識別装置 
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ま え が き 

 
 
 社団法人電波産業会は、無線機器製造者、電気通信事業者、放送事業者及び利用者等の参加を得

て、各種の電波利用システムに関する無線設備に標準的な仕様等の基本的な要件を「標準規格」と

して策定している。 
  標準規格は、周波数の有効利用及び他の利用者との混信の回避を図る目的から定められる国の技
術基準と、併せて無線設備の適正品質、互換性の確保等、無線機器製造者及び利用者の利便を図る

目的から策定される民間の任意基準をとりまとめて策定される民間の規格である。 
 
 本標準規格は、「特定小電力無線局ミリ波データ伝送用無線設備」について策定されたもので、策

定段階における公正性及び透明性を確保するため、内外無差別に広く無線機器製造者、電気通信事

業者、放送事業者、試験機関、利用者等の利害関係者の参加を得た当会の規格会議の総意により策

定されたものである。 
 
本標準規格が、無線機器製造者、試験機関、利用者等に積極的に活用されることを希望する。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ◆第１章から第６章までは、規定と規格を記述している。 
◆第７章には、規格に対応する測定法を記述している。 
◆第 8章には、用語を記述している。 
◆本標準規格の無線設備に関する技術的条件等については関連規則を付記している。 
                  カッコ内の法令略語は、次による。 
          法   ：電波法 
          省 令：本書では郵政省令 
                    告 示：本書では郵政省告示 
                    施 行：電波法施行規則 
          設 備：無線設備規則 
          技 適：特定無線設備の技術基準適合証明に関する規則 
          端 末：端末設備等規則 
         端末技適：端末機器の技術基準適合認定に関する規則 
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